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松
本
市

松
本
市

令和３年８月の大雨について
　令和３年８月お盆の期間に降った大雨は、記憶に新
しいところかと思います。被害にあわれた皆様には心
よりお見舞い申しあげます。
　梓川流域の農業用水の取り込み口である梓川頭

とう

首
しゅ

工
こう

についても流木被害があり、ゲートの操作ができない
事態になりました。また、市内の農地や農道でも被害
がありました。
　８月の大雨では、人的被害はありませんでしたが、
我々は常に自然の恐ろしさを認識しておかなくてはな
らないと感じました。

《主な内容》

●農業委員・農地利用最適化推
進委員の改選について

●がんばっています
　（安曇地区　良波　岳さん）
●売りたい・貸したい農地情報
●レインボーまつもと 21
● “ 現場の声 „      
　（波田地区　輿　朋博さん）
●よもやまばなし

検　索松本市農業委員会 で

令和３年８月 15 日の梓川頭
と う

首
し ゅ

工
こ う※

（左上、右下の写真）
梓川頭

と う

首
し ゅ

工
こ う

に流木被害の様子

左下の写真　奈川地区の農道の崩落現場

※頭
と う

首
し ゅ

工
こ う

とは…農業用水を河川から取水するために、河川を堰
せ

き止めて水位を上昇させ水路へ流し込む施設
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中山・寿・内田

笹賀・芳川

新村・和田

旧市・岡田・本郷

入山辺・里山辺

神林・今井

岡　田
中條　幸雄

農業振興副委員長

旧市・岡田・本郷
西村　博

入山辺・里山辺
中野　千尋

笹賀・芳川
平林　哲

寿
河西　穂高

情報・研修副委員長

中山・寿・内田
松田　和久

中山・寿・内田
赤羽　武史

内　田
丸山　茂実
農業振興委員会

中　山
太田　辰男

情報・研修委員会

今　井
田中　悦郎
農業委員会長

和　田
塩原　俊昭
農業振興委員会

神林・今井
田中　武彦

新村・和田
田中　孝人

神　林
塩原　秀俊
農業振興委員会

新　村
細江　弘光

情報・研修委員会

神林・今井
松下　秀一

新村・和田
中平　茂

入山辺
武井　茂善
農業振興委員会

芳　川
窪田　英明

農業委員会会長代理

里山辺
中川　敦

情報・研修委員長

笹　賀
矢嶋　壽司
農業振興委員会

旧　市
小林　康基

情報・研修委員会

本　郷
柳澤　一向
農業振興委員会

農

農農農

農 農 農

農

農

農農農

農

農 推

推推

推 推 推推

推推
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新しい体制の農業委員会です。
地域の皆様と一緒にがんばっていきます。
今後ともよろしくお願いいたします。

安曇・奈川・梓川

団体推薦・中立委員

島内・島立

四賀

波田

島　立
濵　　博

農業振興委員会

奈　川
橋本　実嗣
農業振興委員会

安曇・奈川・梓川
齋藤　知彦

JA あづみ
二村　喜子
農業振興委員会

中立委員
瀧澤　和子

情報・研修委員会

JA 松本ハイランド
三村　晴夫
農業振興委員会

島　内
河野　徹

農業振興委員長

安　曇
齋藤　勝幸

情報・研修委員会

安曇・奈川・梓川
山﨑　和男

梓　川
倉科　孝明

情報・研修委員会

安曇・奈川・梓川
長﨑　作夫

まつもと農村女性協議会
林　昌美

情報・研修委員会

長野県梓川土地改良区
上條　信太郎
農業振興委員会

島内・島立
堀内　俊男

島内・島立
北野　喜八

四　賀
大澤　好市

波　田
中澤　一海

四　賀
梶原　知子

波　田
奈良澤　治

四　賀
久保　節夫
農業振興委員会

波　田
塩原　至

農業振興委員会

農業委員 農地利用最適化推進委員

農

農

農

農

農

農

農

農

農農 農農

農 推

推

推

推推

推推

推

推

推



令和 3年 12 月 松本市農業委員会だより 第 92 号（4）

　
安
曇
地
区
　
乗
鞍
ホ
ッ
プ

良
波
　
岳

　
私
は
、
乗
鞍
高
原
で
ホ
ッ
プ
を
栽
培

し
て
い
る
良
波
岳（
よ
し
な
み　
が
く
）

37
歳
で
す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
乗
鞍
高

原
の
生
粋
の
乗
鞍
っ
こ
で
す
。

　
乗
鞍
高
原
は
、
標
高
１
２
０
０
メ
ー

ト
ル
か
ら
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
と
非
常

に
高
く
、
冷
涼
な
気
候
で
ホ
ッ
プ
の
栽

培
に
適
し
て
い
ま
す
。
そ
の
環
境
ゆ
え

に
ホ
ッ
プ
を
よ
り
自
然
に
近
い
状
態
で

栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
、
ビ
ー
ル
に
は

欠
か
せ
な
い
風
味
の
強
い
良
質
な
ホ
ッ

プ
が
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
夏
場
で
も
涼

し
い
環
境
で
あ
る
た
め
、
病
気
に
な
り

に
く
く
、
ホ
ッ
プ
の
病
害
虫
で
あ
る
ア

ブ
ラ
ム
シ
も
つ
き
に
く
い
た
め
、
栽
培

時
に
農
薬
等
を
散
布
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
無
農
薬
で
こ
だ
わ

り
の
ホ
ッ
プ
を
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
特
別
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ

モ
シ
カ
も
葉
っ
ぱ
を
食
べ
に
来
ち
ゃ
う

く
ら
い
自
然
に
近
い
ホ
ッ
プ
で
す
。

　
私
が
ホ
ッ
プ
の
生
産
を
始
め
た
理
由

は
、
第
一
に
ビ
ー
ル
が
大
好
き
だ
か
ら

で
す
。
大
切
な
家
族
や
仲
間
た
ち
と
飲

む
ビ
ー
ル
は
格
別
に
美
味
し
い
し
、
み

ん
な
と
笑
顔
で
乾
杯
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
ホ
ッ
プ
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。

　

乗
鞍
ホ
ッ
プ
の
畑
の
広
さ
は
、
約

20
ａ
で
す
。
品
種
は
栽
培
し
や
す
く
需

要
の
多
い
カ
ス
ケ
ー
ド
、
セ
ン
テ
ニ
ア

ル
に
加
え
、
知
り
合
い
の
ブ
ル
ワ
リ
ー

か
ら
提
案
さ
れ
た
ナ
ゲ
ッ
ト
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。収
穫
し
た
乗
鞍
ホ
ッ
プ
は
、

私
が
ホ
ッ
プ
生
産
を
開
始
し
た
当
初
か

ら
地
元
の
松
本
ブ
ル
ワ
リ
ー
さ
ん
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
お
り
、
今
年
は
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ホ
ッ
プ
ビ
ー
ル
も
醸
造
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
ホ
ッ
プ
生
産
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
国
内
産
ホ
ッ

プ
は
生
産
量
が
年
々
減
少
し
て
、
ほ
と

ん
ど
が
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
国
内

産
ホ
ッ
プ
も
大
手
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と

の
契
約
農
家
が
栽
培
し
て
い
る
の
が
ほ

と
ん
ど
の
た
め
、
一
般
的
に
国
内
産

ホ
ッ
プ
を
入
手
す
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
で
す
。
長
野
県
は
昭
和
の
初
期
ま
で

日
本
の
ホ
ッ
プ
生
産
量
の
ほ
と
ん
ど
を

占
め
、
国
産
ビ
ー
ル
醸
造
の
重
要
拠
点

と
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
乗
鞍
高

原
で
も
ホ
ッ
プ
を
栽
培
し
て
い
た
歴
史

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
輸
入
ホ
ッ

プ
に
押
さ
れ
長
野
県
で
の
ホ
ッ
プ
栽
培

は
一
時
終
息
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
も
自
分
た
ち
が
再
び
こ

こ
乗
鞍
高
原
で
ホ
ッ
プ
を
育
て
る
こ
と

で
、
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

　
地
域
の
新
し
い
産
業
と
し
て
ホ
ッ
プ

栽
培
を
通
じ
て
乗
鞍
高
原
を
盛
り
上
げ

る
と
と
も
に
、
地
元
に
新
た
な
雇
用
を

生
み
出
し
、
新
し
い
人
と
人
と
の
繋
が

り
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
ホ
ッ
プ
の
栽
培
の
み
な
ら

ず
、
加
工
・
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

純
・
松
本
産
の
ビ
ー
ル
づ
く
り
の
一
翼

を
担
い
、
松
本
な
ら
で
は
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
の
ス
タ
イ
ル
の
確
立
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
で
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
作
る

な
ら
乗
鞍
ホ
ッ
プ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
乗
鞍
ホ
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
へ
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

がんばっています
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地区 番号 大字 地番 地目 面積（㎡） 売りたい 貸したい
島内 1 島内 3299-1 畑 63 〇

中山
2 中山 3915 畑 274 〇
3 中山 2864-1 畑 878 〇

島立
4 島立 4962-1 田 356 〇
5 島立 3531-1 畑 363 〇
6 島立 3531-8 畑 2 〇

新村 7 新村 2436-3 田 496 〇

和田
8 和田 3377-2 田 1,259 〇
9 和田 158-1 田 1,890 〇
10 和田 8150 田 2,888 〇

神林

11 神林 2528-1 田 1,382 〇
12 神林 2529-1 田 1,218 〇
13 神林 4099-1 畑 456 〇
14 神林 4099-2 田 181 〇
15 神林 4099-イ 田 512 〇

芳川
16 村井町南 3 丁目 1125-1 畑 152 〇
17 村井町南 3 丁目 1126-2 畑 267 〇

寿

18 寿北 5 丁目 1107-2 原野 511 〇 〇
19 寿北 5 丁目 1108-2 畑 643 〇 〇
20 寿白瀬渕 1924-1 田 1,125 〇
21 寿白瀬渕 1924-2 畑 152 〇
22 寿白瀬渕 1924-3 畑 272 〇
23 寿北 5 丁目 1114-2 原野 162 〇 〇
24 寿北 5 丁目 1116-1 畑 1,360 〇 〇
25 寿北 5 丁目 1117-3 畑 850 〇 〇
26 寿北 5 丁目 1117-4 畑 900 〇 〇
27 寿北 5 丁目 1117-5 畑 923 〇 〇
28 寿北 5 丁目 1117-6 畑 787 〇 〇
29 寿北 5 丁目 1117-7 畑 1,072 〇 〇
30 寿北 5 丁目 1117-8 畑 1,385 〇 〇
31 寿北 5 丁目 1487-1 畑 817 〇 〇
32 寿小赤 2456 畑 471 〇

岡田

33 岡田伊深 120-2 田 610 〇
34 岡田伊深 120-3 田 2,443 〇
35 岡田下岡田 1193-1 畑 82 〇 〇
36 岡田下岡田 1193-4 畑 853 〇 〇

入山辺

37 入山辺 2614 畑 304 〇
38 入山辺 1629-1 畑 179 〇
39 入山辺 3192-2 田 621 〇
40 入山辺 3194-2 田 307 〇

里山辺

41 里山辺 5143-1 畑 670 〇
42 里山辺 5144-1 田 294 〇
43 里山辺 4817-1 田 310 〇 〇
44 里山辺 4817-2 田 523 〇 〇
45 里山辺 4716-1 畑 792 〇
46 里山辺 4863-1 畑 577 〇 〇

今井

47 今井 6524 畑 3,244 〇
48 今井 326-1 田 164 〇 〇
49 今井 326-2 田 61 〇 〇
50 今井 326-3 田 907 〇 〇
51 今井 309-2 畑 198 〇 〇

地区 番号 大字 地番 地目 面積（㎡） 売りたい 貸したい
今井 52 今井 17676-1 畑 268 〇 〇
内田 53 内田 217-1 畑 392 〇
本郷 54 浅間温泉 3 丁目 520-1 畑 89 〇 〇

四賀

55 会田 1928 畑 743 〇 〇
56 板場 621-3 畑 836 〇
57 板場 770 畑 95 〇 〇
58 板場 970 畑 357 〇 〇
59 板場 1389-70 畑 524 〇 〇
60 板場 1389-123 畑 998 〇 〇
61 中川 1578-イ 畑 109 〇
62 中川 1582-3 畑 505 〇
63 中川 2103-1 畑 750 〇
64 中川 2103-4 畑 661 〇
65 中川 4832-イ 田 122 〇 〇
66 中川 4833-1 田 256 〇 〇
67 五常 6352 田 577 〇
68 五常 6858-1 田 1,099 〇
69 五常 6858-2 田 244 〇
70 五常 6858-8 田 242 〇
71 中川 8001 田 397 〇
72 中川 8004 田 799 〇
73 刈谷原町 940-1 田 295 〇

梓川

74 梓川上野 451-1 田 833 〇
75 梓川梓 4813-1 畑 3,566のうち、954 〇
76 梓川梓 5491-1 畑 676 〇
77 梓川梓 5491-2 畑 434 〇
78 梓川梓 647-1 畑 891 〇 〇
79 梓川梓 7405-1 畑 824 〇
80 梓川梓 7405-2 田 567 〇
81 梓川梓 7405-3 田 497 〇
82 梓川梓 7406-1 畑 1,002 〇
83 梓川梓 7458-2 田 572 〇
84 梓川上野 301-2 畑 835 〇
85 梓川梓 4719-2 畑 433 〇
86 梓川上野 1969-4 畑 1,691 〇
87 梓川梓 4822-2 畑 5,337 〇

奈川

88 奈川 3490-1 畑 1,092 〇 〇
89 奈川 1796-1 田 399 〇 〇
90 奈川 1795-3 田 831 〇 〇
91 奈川 1748-3 畑 273 〇 〇

波田

92 波田 10299-10 畑 151 〇 〇
93 波田 4753-1 畑 535 〇
94 波田 4761-1 畑 199 〇
95 波田 9760-1 畑 376 〇
96 波田 9760-2 畑 250 〇
97 波田 1894 畑 507 〇
98 波田 10299-5 畑 134 〇

売りたい・貸したい農地

売りたい
貸したい
農地情報

　農業委員会では、農地の利用促進と遊休農地の解消を図るため、貸借や売買
の希望がある農地の情報を公表しています。お気軽にお問い合わせください。
　なお、ここで紹介する情報は農地としての活用目的に限定されています。
最新情報は、ホームページをご確認ください。

【令和３年 10 月 18 日現在】　

農地の場所は、全国農地ナビで確認でき
ます。（一部非対応です）（裏面参照）
https://www.alis-ac.jp
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地区 番号 大　字 地　番 地目 面積（㎡）

島立

1 島立 4389 田 3,597 
2 島立 4335 田 2,290 
3 島立 5050 田 1,729 
4 島立 4897-1 田 714 
5 島立 3185 田 3,820 

新村
6 新村 2644-1 田 763 
7 新村 2644-2 田 2,159 
8 新村 2646 田 2,521 

和田

9 和田 2935 田 2,043 
10 和田 8062 田 2,989 
11 和田 1464 田 1,366 
12 和田 87 田 3,016 

神林
13 神林 151-2 田 2,990
14 神林 5999-1 田 516 
15 神林 6981 田 3,454 

寿

16 寿北１丁目 167-1 田 1,668 
17 寿北１丁目 167-2 田 1,730 
18 寿豊丘 363-1 田 1,813 
19 寿小赤 100 畑 3,120 
20 寿小赤 152 田 2,067 
21 寿豊丘 961-2 畑 542 
22 寿豊丘 965-2 畑 495 

今井

23 今井 2390-1 畑 526 
24 今井 2979 田 1,548 
25 今井 4971 畑 2,799 
26 今井 5562-1 田 232 
27 今井 5562-2 雑種地 769 
28 今井 5563-1 雑種地 778 

地区 番号 大　字 地　番 地目 面積（㎡）

今井

29 今井 5563-2 田 187
30 今井 2932 田 887
31 今井 5249 畑 859
32 今井 5494-1 田 991 
33 今井 6512 畑 2,152 
34 今井 8247 田 2,897 
35 今井 1162-1 畑 694 
36 今井 1162-3 畑 148 
37 今井 1163-1 畑 1,163 
38 今井 1164-2 畑 571 
39 今井 1164-3 畑 234 

内田
40 内田 305 畑 1,031 
41 内田 1138 田 1,811 
42 内田 313 田 1,819 

本郷
43 浅間温泉 3 丁目 519-1 畑 1,361 
44 浅間温泉 3 丁目 520-イ 畑 102 
45 三才山 22 田 890 

四賀 46 板場 88-1 田 1,365 

梓川

47 梓川梓 292 田 3,009 
48 梓川梓 4874-1 畑 2,200 
49 梓川梓 4874-2 畑 792 
50 梓川上野 2290 畑 1,389 

波田

51 波田 7152 田 2,860 
52 波田 7153 田 2,955 
53 波田 7154 田 2,898 
54 波田 7155 田 2,867 
55 波田 7837 田 3,035 
56 波田 9656-1 畑 769 

全国農地ナビの利用方法について

売りたい貸したい農地情報

①「条件から探す」をクリック　→　　②所在・地番を選択（参照から大字を選択し、地番を入力）
→　③「検索して一覧で表示する」をクリック

画像：全国農地ナビより

現在利用権設定がある農地のうち、利用権終了後に売りたい意向のある農地
（利用権の終期等、詳細については、農業委員会事務局へ直接お問合せください。）
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旧
市
地
区
は
市
街
化
区
域
で
、
住
宅
や

商
業
施
設
が
立
ち
並
び
、
常
に
交
通
渋
滞

が
激
し
い
都
市
型
の
農
村
地
区
で
す
。

　
会
員
は
、
並
柳
地
区
に
居
住
し
て
い
る

方
が
多
い
で
す
。

　
活
動
は
、「
ま
つ
も
と
農
村
地
域
虹
の

橋
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
か
ら
、
活
動
が
制
限
さ
れ

る
中
、
感
染
対
策
を
充
分
に
行
い
、
今
年

度
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
つ
も
と
農
村
女
性
協
議
会
の
活
動

は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
目
的
達
成
の
満

足
感
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
の
知
恵
と

潤
い
が
生
ま
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
７
月
15
日
に
野
菜
づ
く
り
講

座
（
夏
野
菜
の
上
手
な
作
り
方
）
を
実
施

し
、
13
名
の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
講
師
を
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
中
條

技
術
員
に
お
願
い
し
、
土
づ
く
り
、
肥
料

の
施
し
方
、
農
薬
の
使
い
方
等
に
つ
い
て

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
専
門
的

な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
有
意
義
な
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
料
理
講
習
会
と
し
て
夏
野
菜

を
使
っ
た
ピ
ザ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
の
育
て
た
野
菜
を
使
い
、
密

に
な
ら
な
い
よ
う
に
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
調
理
を
し
ま
し
た
。

　
焼
き
上
が
っ
た
ピ
ザ
は
、
１
人

１
枚
ず
つ
持
ち
帰
っ
て
昼
食
に
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
デ
リ
バ
リ
ー

ピ
ザ
の
よ
う
に
上
手
に
お
い
し
く

で
き
た
の
で
、
大
変
満
足
し
て
い

ま
す
。

　

レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
旬
の
野
菜
を
使
っ
て
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
。

　
　
　
　
　
　
　
旧
市
地
区
会
長

山
本
　
智
子

レインボーまつもと21

【材料】 30 ㎝ 1 枚分
＜クリスピー生地 ＞
強力粉 （全粒粉） …200g
塩…4g 　水…105g
オリーブオイル …大さじ 1 弱
＜具材＞
玉ねぎ、トマト、ベーコン、ツナ、 
ピーマン、ナス、オクラなどお好み
でトッピング ♪
ケチャップ、チーズ …適量
バジル…2～3枚

【作り方】
① クリスピー生地の材料を全てボウルに入れて混ぜる
② ①がまとまったらラップをして 30 分程度寝かせる
③ ②を薄くのばして 30 ㎝くらいにする
④ 生地にケチャップを塗り、お好みの具材を乗せて、　
　 チーズをかける
⑤ 200℃のオーブンで 15 分
　～ 20 分焼く （バジルは焼
　き上がりの 1 ～ 2 分前に
　乗せるのがコツ！）

まつもと農村女性協議会は、全体・ブロックごと・地区ごとで様々な活動をしています。
今号では 、新型コロナウイルス禍でも活動を行っている旧市地区から、 活動レポートを紹介します。

（まつもと農村女性協議会）

クリスピーピザ
ハーフ・ハーフ
だと色々な味を
楽しめますよ♪

パーティーメニューとして最適な簡単レシピ！



令和３年 12 月 松本市農業委員会だより 第 92 号（8）

話
し
手
の
紹
介

　
輿
　
朋
博 
さ
ん
（
34
）

　
　
　
波
田
地
区　
ね
ぎ
生
産
・
販
売

聞
き
手
の
紹
介

　
河
西
　
穂
高　
農
業
委
員

　
　
　
寿
地
区　
水
稲
生
産
・
販
売

河
西
農
業
委
員
（
以
下
、
河
西
）

　
ね
ぎ
以
外
に
も
作
っ
て
い
ま
す
か
？

輿
さ
ん
（
以
下
、
輿
）

　
ね
ぎ
だ
け
で
す
。
い
つ
か
は
り
ん
ご
も

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
ね
ぎ
に
つ
い
て
勉
強
し
て

作
っ
て
い
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
品
質
が
向
上

し
て
い
ま
す
。
き
れ
い
に
で
き
て
い
る
と

思
う
と
、
収
穫
時
期
を
迎
え
る
の
が
嫌
だ

な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
娘
を
嫁
に

出
す
お
父
さ
ん
の
気
持
ち
っ
て
こ
ん
な
感

じ
か
な
と
思
い
ま
す
。
ず
っ
と
畑
に
置
い

て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
置
い

て
お
い
た
ら
、
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
よ
ね
。
箱
詰
め
ま
で
き
ち
ん
と
し
て

出
荷
し
ま
す
が
、
出
荷
と
い
う
言
い
方
も

嫌
な
ん
で
す
。
食
べ
る
人
も
本
当
は
自
分

で
選
び
た
い
く
ら
い
で
す
。

河
西

　
そ
の
気
持
ち
わ
か
る
気
が
し
ま
す
。

輿
　
本
当
は
県
外
で
は
な
く
、
地
元
で
食
べ

て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
。
松
本
で
食
べ
ら

れ
て
い
る
ね
ぎ
は
ほ
と
ん
ど
が
関
東
の
も

の
で
す
。
松
本
で
育
っ
た
ね
ぎ
を
松
本
で

食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　
河
西

　
ど
う
し
て
ね
ぎ
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
ん

で
す
か
？

輿
　
ね
ぎ
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
と
、
作
り
方

も
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
ね
。
あ
と
は
、

当
初
は
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
た

の
で
、
機
械
化
し
て
人
を
雇
え
ば
お
金
を

稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
今
は
少
し
違
い
ま
す
。
ね
ぎ
っ
て
手

間
が
か
か
る
ん
で
す
。
掘
っ
て
、
皮
剥
い

て
、
切
っ
て
、
箱
に
詰
め
る
、
工
程
が
多

い
分
、
人
手
が
い
る
ん
で
す
。
一
人
で
農

業
す
る
の
が
好
き
で
は
な
く
て
、
多
く
の

人
と
関
わ
っ
て
作
る
方
が
楽
し
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

河
西

　
ど
ん
な
人
が
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
ん

で
す
か
？

輿
　
従
業
員
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
が
い
ま
す
。

あ
と
は
、
就
労
支
援
施
設
か
ら
も
来
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
３
年
程
前
に
、
思
い
立
っ
て
３
カ
月
く

ら
い
障
害
者
支
援
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
職
員
の
方
か

ら
、「
こ
こ
に
い
る
障
が
い
者
の
人
は
も

と
も
と
、
そ
れ
ほ
ど
重
度
で
は
な
く
、
若

い
頃
は
仕
事
し
て
い
て
、
地
域
の
農
業
の

草
む
し
り
に
行
っ
て
い
た
。
最
近
は
機
械

化
が
進
ん
で
、農
業
関
係
の
仕
事
が
な
い
」

と
聞
き
ま
し
た
。
す
べ
て
機
械
化
す
る
こ

と
が
い
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
、
昨
年

か
ら
、
就
労
支
援
施
設
に
連
絡
し
て
、
今
、

障
が
い
者
の
人
に
毎
日
来
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
人
た
ち
と
接
す
る
う
ち
に
障

が
い
っ
て
何
か
な
、
自
分
と
何
が
違
う
か

な
と
考
え
た
時
、
こ
れ
は
性
格
が
違
う
だ

け
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
人
た
ち
に
払
っ
て
い
る
時
給
は
少
し
安

い
の
で
す
が
、
国
か
ら
補
助
が
出
て
、
そ

の
人
た
ち
の
手
元
に
は
、
最
低
賃
金
よ
り

多
く
の
お
金
が
渡
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
、
う
ま
く
い
く
よ
う
に
制
度
が
作

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
が

助
け
て
く
れ
る
お
か
げ
で
、
農
業
が
で
き

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
人
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

河
西

　
こ
れ
か
ら
新
規
就
農
す
る
人
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

輿
　
初
期
衝
動
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
お
金
が
稼
ぎ
た
く
て
始
め

た
な
ら
そ
の
気
持
ち
を
、
農
業
が
や
り
た

く
て
始
め
た
の
な
ら
、
農
業
を
や
っ
て
い

る
こ
と
が
楽
し
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
何
の
た
め
に
農
業
が
や
り
た
く

て
就
農
す
る
の
か
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で

す
ね
。

〝
現
場
の
声
〞
〜
人
を
大
切
に
〜

　後
半
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相
続
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得
し
た
方
は
、
農
業
委

員
会
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
権
利
取
得
を
し
た

こ
と
を
知
っ
た
時
点
か
ら
概
ね
10
カ
月
以
内
に
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
管
理
す
る
農
地
台
帳
の
農
業
経
営
者
を
変

更
す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　野焼きは農業に伴う畦焼き・伐採した枝の焼
却等やむをえない時だけは例外となりますが、
法律で原則禁止とされています。
　焼却以外の方法で処分を行うか、やむをえず
焼却する場合も木や葉を乾燥させ、風向き、時
間帯に注意し短時間で終わらせましょう。
苦情が出てしまった時点で違反になります！
《焼却以外の処分方法の例》
〇稲わらは腐熟促進剤を散布してからすき込ん
　で土づくりに活用
〇剪定枝は破砕機等を使いチップ化し活用
〇可燃ごみとして出すか、リサイクル業者へ搬入

野焼きは原則禁止です！
１農地の管理
・人が食べない柿など果実類は、農地に放置しない
・落穂やキャベツの外葉などは、耕起して埋める
・放棄している果樹園は伐採するなど環境整備する
２集落環境の整備
・集落の柿や栗などはすべて収穫する。収穫しない　
　場合は木の伐採も検討する
・獣の隠れる場所を、刈り払って見通しを良くする
・廃屋や土蔵などの屋根裏は、獣のねぐらにならない
　よう、定期的に点検する
・生ごみは屋外に放置しない　　
・お墓などへのお供え物は持ち帰る
・餌付けをしない

◆
１
月
１
日
か
ら

①
若
い
農
業
者
が
加
入
し
や
す 

　
い
よ
う
保
険
料
が
引
き
下
げ

　
ら
れ
ま
す
。

　
35
歳
未
満
で
認
定
農
業
者
に

該
当
し
な
い
等
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
は
、
１
万
円
か
ら

（
上
限
６
万
７
千
円
）
で
も
通
常

加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
保
険
料
の
納
付
下
限
額
が
２
万

円
か
ら
１
万
円
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。）。　

◆
４
月
１
日
か
ら

②
農
業
者
年
金
の
受
給
開
始
時

　
期
の
選
択
肢
が
広
が
り
ま
す

　
農
業
者
老
齢
年
金
に
つ
い
て

は
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
間

で
、
受
給
開
始
時
期
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

◆
５
月
１
日
か
ら

③
農
業
者
年
金
の
加
入
可
能
年

　
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
現
在
、
農
業
者
年
金
に
加
入

で
き
る
の
は
、
農
業
に
従
事
す

る
方
で
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
す
が
、
制
度
改
正
に
よ
り

65
歳
ま
で
加
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
60
歳
以

降
に
加
入
で
き
る
方
は
、
国
民

年
金
の
任
意
加
入
者
に
限
り
ま

す
。

松
本
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
地
を
相
続
さ
れ
た
際
に
は
、
農
業
委
員
会
へ

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

有害鳥獣が出没しにくい
環境づくりに努めましょう

 2022 年から農業者年金制度が３点改正されます！

詳しくは農業委員会事務局（電話 34-3226）か最寄りのＪＡへお問合せください。

購読してみませんか？

農業者の経営とくらしに役立つ情報を
お届けします。
　◆発行日：月４回金曜日発行
　◆発行所：全国農業会議所
　◆購読料：１カ月７００円（消費税込）
　◆申込先：松本市農業委員会（34-3226）
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入
山
辺
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　

  

農
業
委
員

　
　
　
　
　
　
　

武
井
　
茂
善   

こ
ん
な
山
辺
に
す
る
じ
ゃ
ん
会

　

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら

ず
農
地
の
荒
廃
が
進
む
入
山
辺
を
何

と
か
し
な
く
て
は
と
、
町
会
連
合
会

と
有
志
が
平
成
23
年
に
「
入
山
辺
地

区
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
会
」

愛
称
「
こ
ん
な
山
辺
に
す
る
じ
ゃ
ん

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
の
基
本
理
念
は
、「
豊
か
な

自
然
を
活
か
し
て
、
住
ん
で
み
た
い
、

訪
れ
て
み
た
い
入
山
辺
に
し
て
い
く
」

で
す
。

　
毎
月
一
回
松
本
大
学
の
白

戸
教
授
を
招
き
、地
域
の
様
々

な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、

①
路
線
バ
ス
入
山
辺
線
の
開

通
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

③
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
製
④

集
落
案
内
看
板
の
設
置
⑤
休

耕
田
を
活
用
し
た
小
学
生
の

稲
作
体
験
学
習
の
支
援
と
地

区
外
の
方
を
招
い
て
稲
と
蕎

麦
の
栽
培
体
験
会
の
開
催
な
ど
、
他

に
も
多
く
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
毎
年
、
山
辺
小
学
校
の
５
年
生
を

対
象
に
約
10
ア
ー
ル
の
水
田
で
会
員

と
Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
が
田
植
え
稲
刈

り
、
脱
穀
の
体
験
学
習
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
子
供
た
ち
に
農
作

業
を
通
し
て
、
農
業
へ
の
関
心
と
お

米
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
と
共

に
、
休
耕
田
の
有
効
活
用
も
兼
ね
て

い
ま
す
。

　
す
る
じ
ゃ
ん
会
も
発
足
し
て
10
年

を
経
て
、
益
々
住
み
や
す
い
入
山
辺

を
目
指
し
て
会
員
一
同
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

よ
も
や
ま
ば
な
し

　
日
本
中
を
覆
う
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
改
め
て
そ
の
存
在
意
義
が
強

調
さ
れ
て
い
る
の
が
農
業
の
世
界

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
農
業
と
農
家
の
皆
さ
ん
を

支
援
し
て
い
く
行
政
の
動
き
や
取

り
組
み
を
こ
の
紙
面
上
に
お
い
て

こ
れ
か
ら
も
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
の
振
興
の
た
め
に

は
非
農
家
、
と
り
わ
け
若
い
世
代

の
人
た
ち
の
農
業
に
対
す
る
理
解

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
新
体
制
と

な
っ
た
農
業
委
員
会
の
中
で
何
か

新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

里
山
辺
地
区
農
業
委
員　

中
川　
　
敦

【
情
報
・
研
修
委
員
】
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中
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敦
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小
林　
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太
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辰
男

   

〃　
　

  

細
江　
弘
光

   

〃　
　

  

齋
藤　
勝
幸
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倉
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孝
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林　
　
昌
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瀧
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長野県農業開発公社では、農地の貸借・売買を通じて農地の有効活用を図っています。
対象となる農地は農業振興地域内の農地になります。

　《 貸し借りで活かす！ 》
◆農地の貸し借りを通じて担い手への農地集積と集約化を推

進し、農地の有効利用や農業経営の効率化を図る事業です。
◆農地の出し手と受け手を営利を目的としない公的機関「農

地中間管理機構」が仲介するので、安心して農地の貸し借
りができます。

　《 売買で活かす！ 》
◆農地を売りたい・買いたいあなたを公社が

支援します。
◆公社を活用した売買は、税制の特例が受け

られる、農地売買に関する手続きを支援し
てもらえる等のメリットがあります。

住所　松本市島立 1020（松本合同庁舎 5階）
電話　47-7800（内線 2852）長野県農業開発公社松本事業所まずは

ご相談ください！

長野県農業開発公社から
お知らせです！ お持ちの農地を活用してみませんか？

◀
山
辺
小
学
校
の
稲
刈
り
体
験
の
様
子


